
 

栃
木
県
は
全
国
で
も
有
数
の
米
ど
こ

ろ
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
多
く
は
不

良
火
山
灰
土
壌
の
黒
ボ
ク
土
で
、
も
と

も
と
生
産
性
の
低
い
水
田
で
し
た
。 

今
回
は
、
戦
後
の
開
田
ブ
ー
ム
を

陰
で
支
え
、
不
良
水
田
を
美
田
に
変
え

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
ま
す
。 

■
 

開
田
病 

昭
和
三
十
年
代
後
半
、
岩
戸
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気
に
沸
く
日
本
列
島
。

高
度
成
長
と
と
も
に
食
糧
増
産
が
叫
ば

れ
、
大
規
模
な
開
田
ブ
ー
ム
が
起
き
た
。

栃
木
県
に
お
い
て
も
県
北
の
西
那
須
町
、

大
田
原
市
、
黒
磯
市
を
中
心
に
県
内
全

域
二
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
戦
後
最
大

の
開
田
事
業
が
行
わ
れ
た
。
連
日
、
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
が
山
林
や
畑
の
土
を
動
か

し
て
い
た
。
秋
に
は
黄
金
色
に
輝
く
一

面
の
稲
穂
が
見
ら
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た

が
、
そ
こ
に
は
分
げ
つ
せ
ず
反
当
一
俵

か
二
俵
の
稲
が
あ
っ
た
。
開
田
病
と
呼

ば
れ
る
「
赤
枯
病
」
で
あ
る
。
こ
の
原

因
不
明
の
症
状
に
農
家
は
絶
望
し
た
。 

土
山
豊
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
栃
木

県
農
業
試
験
場
経
営
部
の
面
々
は
こ
の

惨
状
を
黙
っ
て
見
て
い
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
主
任
研
究
員
中
野
政
行
と

技
師
印
南
悟
朗
は
「
俺
達
で
何
と
か
赤

枯
病
を
救
お
う
」
と
考
え
、
昭
和
三
十

五
年
、
赤
枯
病
の
調
査
を
開
始
し
た
。 

■
 

常
識
無
視
の
一
ト
ン
施
肥 

数
多
く
の
デ
ー
タ
か
ら
、
赤
枯
病

は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
の
重
機
に
よ

っ
て
耕
盤
の
圧
密
が
過
度
に
行
わ
れ
、

透
水
性
が
著
し
く
抑
え
ら
れ
た
黒
ボ
ク

土
水
田
で
発
生
す
る
こ
と
が
判
明
。
そ

し
て
、
黒
ボ
ク
土
の
開
田
は
、
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
や
鉄
が
多
い
た
め
可
給
態
リ
ン

酸
が
極
端
に
少
な
く
、
リ
ン
酸
欠
乏
で

稲
の
分
げ
つ
が
抑
制
さ
れ
収
量
が
著
し

く
低
下
す
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。 

昭
和
三
十
八
年
、
中
野
ら
は
赤
枯

病
の
発
生
す
る
開
田
の
生
産
力
増
強
対

策
と
し
て
、
リ
ン
酸
施
用
の
試
験
を
実

施
。
可
給
態
リ
ン
酸
を
目
標
値
ま
で
高

め
た
改
善
区
に
加
え
、
デ
ー
タ
解
析
の

た
め
に
常
識
を
無
視
し
た
十
ア
ー
ル
あ

た
り
熔
リ
ン
一
ト
ン
区
を
設
け
た
。
そ

の
結
果
、
改
善
区
の
単
収
は
二
百
三
十

キ
ロ
と
リ
ン
酸
投
入
の
効
果
を
発
揮
し

た
。
と
こ
ろ
が
驚
く
こ
と
に
一
ト
ン
区

で
は
、
当
時
と
し
て
は
夢
の
よ
う
な
五

百
四
十
キ
ロ
を
記
録
。
中
野
は
こ
の
成

果
を
土
壌
肥
料
学
会
で
発
表
し
、
そ
の

内
容
は
全
国
か
ら
注
目
を
浴
び
た
。 

翌
三
十
九
年
、
中
野
ら
は
リ
ン
酸

の
適
正
量
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
再

度
リ
ン
酸
肥
沃
度
を
異
に
す
る
水
田
で

試
験
を
実
施
。
い
ず
れ
の
水
田
で
も
熔

リ
ン
一
ト
ン
を
施
用
し
た
稲
は
、
分
げ

つ
に
よ
る
茎
数
増
加
で
平
均
五
百
五
十

キ
ロ
の
単
収
を
上
げ
た
。
こ
の
試
験
は

学
会
の
見
学
地
と
な
り
、
さ
ら
に
全
国

の
土
壌
肥
料
技
術
連
絡
協
議
会
な
ど
、

北
海
道
か
ら
九
州
の
黒
ボ
ク
土
を
持
つ

地
域
か
ら
見
学
者
が
続
々
と
訪
れ
た
。

ま
た
、
普
及
教
育
課
専
門
技
術
員
福
田

行
雄
は
「
不
良
火
山
灰
土
壌
改
造
実
験

開
田
病
を
救
え
！

 
～ 
不
良
火
山
灰
土
壌
水
田
で
多
収
を
実
現
し
た
熔
リ
ン
一
ト
ン
施
用 

～ 

熔リン１トン施肥 

赤枯病 

栃木県水田面積の推移 赤枯病の株（左）、右は熔リン１トン施肥 
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展
示
圃
」
を
各
農
業
改
良
普
及
所
管
内

に
設
置
。
同
様
に
熔
リ
ン
一
ト
ン
施
用

の
効
果
を
実
証
し
て
み
せ
た
。 

 ■
 

電
光
石
火
の
勢
い
で
普
及 

熔
リ
ン
一
ト
ン
施
肥
は
当
初
か
ら

驚
異
の
成
果
を
上
げ
た
た
め
、
普
及
や

農
協
関
係
者
も
精
力
的
に
動
い
た
。
大

田
原
農
業
改
良
普
及
所
臼
井
幸
男
ら
は
、

試
験
開
始
翌
年
よ
り
現
地
農
家
の
水
田

を
歩
き
指
導
に
あ
た
っ
た
。
大
田
原
市

農
協
橋
本
福
之
丞
ら
も
土
づ
く
り
指
導

を
強
化
さ
せ
、
熔
リ
ン
散
布
を
積
極
的

に
請
け
負
っ
た
。
ま
た
、
栃
木
県
経
済

連
肥
料
担
当
吉
川
良
平
は
、
熔
リ
ン
が

供
給
不
足
し
な
い
よ
う
入
荷
量
の
確
保

に
奔
走
し
た
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
受
け
、

農
産
園
芸
課
肥
料
係
長
谷
中
淳
一
郎
と

主
査
三
浦
薫
は
、
県
の
財
政
当
局
に
対

し
、
熔
リ
ン
施
肥
を
支
援
す
る
た
め
に

粘
り
強
い
交
渉
を
行
い
、
「
三
年
無
利

子
改
良
資
金
」
の
確
保
に
成
功
し
た
。

当
時
と
し
て
は
こ
の
よ
う
な
目
的
で
の

資
金
は
画
期
的
で
あ
っ
た
。 

こ
れ
ら
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
た

こ
と
が
効
を
奏
し
、
電
光
石
火
の
勢
い

で
、
熔
リ
ン
一
ト
ン
施
肥
は
県
内
全
域

に
浸
透
し
、
成
果
を
上
げ
て
い
っ
た
。 

■
 

開
田
病
克
服
？
！ 

開
田
病
は
克
服
さ
れ
た
。
誰
も
が

そ
う
思
っ
た
。
し
か
し
、
造
成
し
た
水

田
は
そ
ん
な
に
簡
単
に
安
定
し
た
収
量

を
約
束
し
て
は
く
れ
な
か
っ
た
。
リ
ン

酸
施
用
当
初
は
確
か
に
収
量
は
上
が
っ

た
が
、
次
第
に
収
量
が
落
ち
て
い
っ
た
。 

「
ど
う
し
て
だ
、
な
ぜ
だ
？
」
中

野
は
悩
ん
だ
。
そ
し
て
、
現
象
を
整
理

し
、
一
つ
の
推
論
を
出
し
た
。
「
未
耕

地
の
黒
ボ
ク
土
は
、
リ
ン
酸
を
多
量
に

施
用
し
た
副
次
的
効
果
で
微
生
物
の
活

性
が
高
ま
り
、
易
分
解
性
の
有
機
物
か

ら
窒
素
が
出
て
く
る
。
し
か
し
、
二
年

目
以
降
は
地
力
窒
素
が
年
々
少
な
く
な

る
」
。
早
速
、
そ
れ
を
試
験
で
確
か
め

た
。
そ
の
結
果
、
予
想
し
た
と
お
り
可

給
態
窒
素
が
四
年
目
に
は
半
分
ま
で
減

少
し
ま
う
こ
と
や
、
熔
リ
ン
を
一
ト
ン

施
用
し
て
も
五
年
で
可
給
態
リ
ン
酸
が

ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
山
林
か
ら

の
造
成
や
切
り
盛
り
で
腐
植
を
欠
く
丘

陵
地
の
開
田
で
は
、
①
堆
肥
の
施
用
に

よ
る
地
力
窒
素
の
維
持
増
進
が
重
要
な

こ
と
、
②
熔
リ
ン
一
ト
ン
施
肥
後
も
毎

年
継
続
的
に
六
十
～
百
キ
ロ
の
熔
リ
ン

施
用
が
必
要
な
こ
と
を
理
論
付
け
た
。 

中
野
を
は
じ
め
関
係
者
の
努
力
に

よ
り
、
開
田
病
が
発
生
す
る
不
良
水
田

は
次
々
と
美
田
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。 

昭
和
四
十
三
年
、
栃
木
県
に
お
け

る
熔
リ
ン
の
入
荷
量
は
年
間
五
万
ト
ン

に
達
し
た
。
国
内
流
通
量
約
五
十
万
ト

ン
の
う
ち
の
約
一
割
が
栃
木
県
に
出
荷

さ
れ
た
。
秋
に
な
る
と
、
県
北
の
水
田

地
帯
に
は
二
百
キ
ロ
の
熔
リ
ン
の
詰
ま

っ
た
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
が
並
び
、
そ
れ

を
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
ー
で
散
布
す
る

光
景
が
至
る
所
で
見
ら
れ
た
。 

 ■
 

熔
リ
ン
一
ト
ン
施
肥
の
真
価 

熔
リ
ン
一
ト
ン
施
肥
は
、
農
業
に

お
け
る
「
黒
船
来
航
」
に
例
え
ら
れ
る

驚
き
と
変
革
も
た
ら
し
た
。
今
ま
で
、

農
家
も
技
術
者
も
黒
ボ
ク
土
は
リ
ン
酸

肥
沃
度
が
低
く
て
当
た
り
前
と
甘
ん
じ

て
い
た
が
、
熔
リ
ン
一
ト
ン
施
肥
は
こ

れ
ま
で
の
農
業
技
術
の
常
識
を
超
え
た

多
収
を
実
現
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

の
こ
と
に
加
え
、
①
黒
ボ
ク
土
の
リ
ン

酸
肥
沃
度
を
見
直
す
契
機
と
な
り
、
リ

ン
酸
地
力
を
高
め
る
こ
と
が
技
術
者
の

目
標
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
熔
リ
ン

は
肥
料
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作

物
を
作
る
土
台
づ
く
り
と
し
て
土
壌
改

良
材
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
②

農
家
の
意
識
の
中
に
リ
ン
酸
肥
沃
度
の

重
要
性
が
強
く
認
識
さ
れ
る
結
果
と
な

り
、
農
家
自
ら
が
地
力
の
底
上
げ
に
努

め
る
契
機
と
な
っ
た
。
③
リ
ン
酸
肥
沃

度
を
高
め
ど
ん
な
作
物
で
も
栽
培
で
き

る
土
壌
の
基
盤
が
作
ら
れ
、
昭
和
四
十

六
年
か
ら
始
ま
っ
た
水
田
転
作
を
ス
ム

ー
ズ
な
ら
し
め
、
転
作
作
物
の
高
い
単

収
を
保
証
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
上

の
こ
と
が
真
の
成
果
と
い
え
る
。 

 

（
追
記
） 

こ
れ
ら
の
業
績
に
よ
り
、
昭
和

四
十
六
年
に
土
山
豊
、
ま
た
五
十
五
年
に
中
野

政
行
が
、
農
業
技
術
協
会
よ
り
農
業
技
術
功
労

者
表
彰
を
受
け
た
。 

（
敬
称
略
） 

［
農
業
試
験
場
］ 

水田脇に積まれた熔リンと散布風景 


